
休館日：月曜日※月曜日が休祝日の場合は翌平日
☎（0823）25-7878呉市文化振興財団

呉市中央3丁目10番1号 呉信用金庫ホール内
お問合せ 受付時間9：00～18：00

［ご来館の皆様へ］◉発熱や体調不良時には来館や来場をお控えください。◉施設内でのマスク着用は個人の判断となります。混雑時や継続的な発声を伴う公演等、必要に応じて着用してください。◉施設内での咳エチケットや手洗いの励行を推奨します。

はずむリズムPart2 ～マリンバ、サクソフォンとともに～

アートサロン チェンバロコンサートアートサロン チェンバロコンサート
Art Salon Cembalo  Concert

新日本造機ホール

5月9日（土）
14：00開演（13：15開場）

2026年

アイルランド民謡：サリーガーデン

W.A.モーツァルト：トルコ行進曲
 (トリオジャズバージョン）

J-H.フィオッコ：アルグロ

宮城 道雄：春の海 　 ほか

Program

バロック時代に宮廷を彩ってきた古楽器チェンバロが、

現代楽器のマリンバ、サクソフォンとコラボする、

とても斬新なアンサンブル・コンサートです。

リズムがはずむ躍動的な楽曲に加え、

穏やかで叙情的な作品も交えて、

ユニークなトリオによる

演奏でお届けします。

〈主催〉公益財団法人 呉市文化振興財団 ・ 呉市

呉市中央4丁目1番6号 呉市役所1階

入場無料



チェンバロ体験講座：7月20 日（月・祝）

グループレッスン

はじめの１歩チェンバロを身近に感じよう
●9：00～10：30（90分）●１枠７人まで
●受講料１人1,500円（税込）
※希望者に楽譜を送付します。

個人レッスン

ご希望の曲目で、バロックの世界を体感しよう
●10：45～17：30（30分）●定員9人
●受講料１人5,000円（税込）
※各自で楽譜を持参ください。

※ご提供いただく個人情報は、本事業に関する目的以外には使用いたしません。

申込方法

ご好評をいただいていますチェンバロ体験講座。 バロック音楽にかかせない鍵盤楽器「チェンバロ」
を皆さまに触れていただく体験型講座です。 バッハやスカルラッティ… 普段ピアノで演奏している
作品をチェンバロで弾いてみましょう。 

Art Salon Cembalo  Concert

エリザベト音楽大学ピアノコース卒業の後、桐朋学園大学古楽器科チェンバロ専攻卒業。ピアノを

對馬寛子氏、チェンバロを故鍋島元子氏に師事。東京でのチェンバロ･デュオコンサートをはじめ、

広島を中心にコンサート活動を展開している。2014 年より現在まで、呉信用金庫ホール収蔵のチェ

ンバロによるコンサートと体験講座をおこなっている。また 2013 年より毎年「おんがくはじめても

のがたり」など、シリーズでのコンサート開催を続け、チェンバロ音楽の魅力を伝えている。現在、

中国新聞文化センター「チェンバロを弾こう」の講師。

桐朋学園大学音楽学部演奏学科打楽器専攻を首席で卒業後、同大学研究科を修了。同大学卒業演

奏会出演。第２１回打楽器新人演奏会、第２６回広島市新人演奏会出演。第１２９回日演連推薦新

人演奏会、広響マイタウンオーケストラin安芸区にて広島交響楽団と共演。マリンバを安本由美子、

安倍圭子の各氏に、打楽器を佐野恭一氏に師事。ソロのほか、マリンバ＆パーカッショントリオＲＯ

ＳＳＯなど、様々なアンサンブルのメンバーとして演奏活動を行う。広島エフエム放送（78.2MHz）

にて放送中の、地元の音楽家を紹介するクラシ軽（かる）な音楽番組「クラシカルホリデー」（日曜

朝９時３０分～）パーソナリティー。マリンバ連弾ＣＤ「おとつみき JUKE BOXⅠ～Ⅲ」がおとつみき

音楽事務所より発売中。

如水館高等学校吹奏楽部を経てくらしき作陽大学卒業。在学中、特待生に選ばれる。卒業演奏会に

出演。第１４回日本クラシック音楽コンクール全国大会第４位入賞。国内各地でソロ・室内楽のリサ

イタルを数多く行い沢山の演奏家や演奏団体と共演を重ねる。これまでにブルガリア国立ソフィアフィ

ルハーモニー管弦楽団・広島交響楽団等と共演。2016年1stCDアルバム「スカラムーシュ」リリース。

サクソフォンカルテット「サックスギャルソン」・「ドリームサクソフォンオクテット」各代表。ふくや

ま芸術文化ホール登録アーティスト。ヤマハ講師。サクソフォンを宮田麻美、冨岡和男、長瀬敏和、

大城正司、井上麻子の各氏に師事。

お申込み期間：5 月10 日（日）～7 月10 日（金） まで。 呉信用金庫ホールウェブサイトからイン
ターネット申込サイトへアクセスしてください。お電話でのお申込みも承ります。 詳細につき
ましては、 4 月下旬に公開予定のウェブサイトおよび広報誌をご覧ください。


